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おばあちゃん  幸久は手がきようで、細かい物は何んでも作
からの    ります。先日しやくを作ってくれたので、さっ
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健
康
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

う
ち
の
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
六
年
前
に
腸
の
大
手

術
を
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
す
ご
く
弱
々
し
か
つ

た
の
で
す
が
、
今
で
は
と
て
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の

一
つ
と
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に

「
老
人
生
き

が
い
セ
ン
タ
ー
」
に
行

っ
て
、
湯
の
み
茶
わ
ん
や
、

ど
ん
ぶ
り
を
作
っ
た
り
、
ほ
か
の
人
と
話
を
す
る
の

ガ
楽
し
み
だ
か
ら
で
す
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
＜

る
と
、

「
焼
ぎ
物
作
る
に
、
粘
土
こ
ね
＜
る
は
ん
で

体
い
だ
＜
て
や
」
と
、
き
ま
っ
て
言
う
の
で
、
そ
ん

な
時
は
、
ぼ
＜
ガ

「
お
ば
あ
ち
や
ん
、
か
だ
た
だ
い

で
け
る
」。
と
言

っ
て
、
た
ま
に
か
た
を
た
た
い
て
あ

げ
る
と
、

「
わ
い
、
き
も
じ
っ
こ
い
い
じ
や
」。
と
言

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
自
分
で
作

っ
た
焼
物

を
、
喜
ん
で
も
ら
っ
て
＜
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
そ

れ
も
楽
し
み
で
作

っ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
早
寝
を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
や
ん
は

ぼ
＜
た
ち
が
か
ぜ
を
ひ
い
て
も
、
け
ろ
り
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ぼ
＜
も
感
心
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
う
ち
の
あ
ば
あ
ち
や
ん
は
、
家
族

の
中
で

一
番
健
康
で
す
か
ら
、
家
族
み
ん
な
の
た
め

に
も
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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完成工事件数95件=====

総含落威式
総工事費約16億円

む
ら
お
こ
し
重
点
に

拠
点
施
設
が
整
備
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ヒ
バ
校
舎
で
ぬ
く
も
り
教
育

地域の活性化をめざして
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昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
六
十

一
年
十
二
月
ま
で
完
工
し
た
主

な
工
事
費
は
、
約
十
六
億
円
で

す
が
、
去
る
二
月
十
二
日
議
決

さ
れ
た
昭
和
六
十
二
年
度
の
市

浦
村

一
般
会
計
予
算
は
十
五
億

九
千
八
百
万
円
。

こ
の
四
年
間
で
は
、
市
浦
村

の
約

一
年
分
の
予
算
額
を
各
種

事
業
に
投
入
し
た
こ
と
に
想
リ

四
年
間
で
完
工
し
た
主
な
工

事
名
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭和59年度の事業実績
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昭和61年度の事業実績



階̈
議
鐸
劃
彊

嫌
　
　
　
　
　
　
治
療
や
検
査
に
威
力
を
発
揮

市
浦
診
療
所

で
は

い
ま
、
松
岡
　
　
入
整
備
し
ま
し
た
。

史
彦
医
師
、
浅
理
克
己
歯
科
医
師

　
　
　
一
一
れ
ら
機
械
器
具

の
購
入
は
、

が
、
地
域
医
療

に
取
り
組
ん
で

い
　

　

年
金
積
立
金
還
元
融
資
制
度
を
利

ま
す
が
、
村

で
は
、
診
療
施
設
や
　
　

用
し
た
も

の
で
す
。

医
療
機
械
器
具

の
整
備
充
実
を
図
　
　
　
昭
和
六
十

一
年
度

で
市
浦
診
療

り
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
に
努

め
る
た
　

　

所
に
整
備
さ
れ
た
医
療
機
械
器
具

め
昭
和
六
十

一
年
度

の
事
業
と
し
　

　

の
特
徴
的
な

こ
と
を
、
松
岡
、
浅

て

「
低
周
波
治
療
器
」
、
歯
科
用
　
　

理
両
医
師

に
説
明
し
て

い
た
だ
き

「
パ
ノ
ラ

マ
Ｘ
線
装
置
」

「
Ｘ
線

　
　
ま
し
た
。

フ
イ
ル
ム
自
動
現
像
機
」
等
を
購

数
種
類
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
低

周
波
刺
激
は
、
痛
党
城
値
を
高
め

で
、
幅
広
い
疼
痛
緩
和
を
目
的
と

し
て
の
使
用
が
可
能
で
す
。

診
療
所
で
は
、
慢
性
の
痛
み
を

注
射
に
次
ぐ
第
二
の
治
療
手
段
と

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

歯
科
用

パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
装
置

顎
関
節
、
上
下
顎
及
び
そ
れ
に

植
立
し
て
い
る
歯
牙
を
含
む
顔
面

域
の
総
合
診
断
に
必
要
な
、
Ｘ
線

日
常
の
診
療
で
最
も
利
用
さ
れ

い
ま

ま

で

は

、

歯

科

標

準

型

を

必

要

で
あ

っ
た

が

、

こ

の
装

置

に

線

の
被

曝

量

も

軽

減

さ

れ

ま

し

た
。

歯

科

領

城

に

お

い
て
広

域

診

断

こ
の
機
械
の
無
い
と
き
は
、
自
　
　
日
の
う
ち
に
写
真
を
見
て
異
常
を

然
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
翌
日
に
写
　
　
発
見
し
て
、
早
急
に
治
療
す
る
こ

こ
の
機
械
を
整
備
し
た
こ
と
に

医
師
住
宅
が
完
成

か
ね
て
よ
り
建
築
中
の
医
師
住

宅
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
浅
理
歯

本
村
に
は
、
二
棟
の
医
師
住
宅

科
医
師
が
入
居
し
て
い
た
住
宅
は

市
浦
診
療
所
前
に
建
築
さ
れ
た

医
師
住
宅
は
、
木
造
平
屋
建
て
百

四
十
二

・
二
六
平
方
解
で
、
総
工

事
費

一
千
九
十
五
万
円
。

金
還
元
融
資
制
度
を
活
用
し
て
建

移
転
新
築
さ
れ
た

医
師
住
宅

市浦診療所で砂療に当たる松岡医師 (右)と 浅理由科医師 (左 )

検査に威力を発揮するX線
フィルム自動現像機



第

二

回

奪

大

学

は

二

月

九

日

脇

　

　

ん

と

、

大

田

や

よ

さ

ん

か

ら

、

主

元

公

民

館

で

開

か

れ

、

学

生

の
主

　

　

張

原

稿

が
寄

せ

ら

れ

ま

し

た

の

で

張

大

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。
　

　

　

　

　

掲

載

し

ま

す

。

そ

の
中

か

ら

、

自

川

浅

次

郎

さ

私
の
望
む
も
の

日

ご

ろ

私

が
感

し

て

い
る

こ

と

や

要

望

を

述

べ

て

み

た

い
と

思

い
ま

た
だ
、
私
が
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

一ル
〔師嘲れ董〔ちに経円れ』わ

ι

ラ
プ
を
活
力
の
あ
る
も
の
に
す
る

会
長
白

川

浅
次
郎

づ

き

老

人

憩

い

の
場

を

、

村

内

三

さ

ら

に

私

の
要

望

と

し

て

は

、

建

設

す

る

三

ヵ
所

の
う

ち

一
ヵ
所

は

、

そ

の
施

設

内

に
芸

能

、

ス
ポ

ー

ツ
、
書

道

、

手

芸

、

そ

の
他

の

研修会から

得たもの

大 田 や よ

〓
一
上

か
ち
子

て
来

る

２．

世

紀

に

は

「
高

齢

化

時

な

ぜ

か
突

然

倒

れ

た

り

、

死

亡

し

た

り

し

て

い
る

現

状

を

目

の
あ

た

り

に
す

る

と

、

何

と

な

く

不

安

で

２．
世

紀

を

迎

え

る

こ
ろ

に

は

私

自

分

の
老

後

が

心

配

で
す

。

ん

び

り

さ

せ

、

食

事

に
も

気

を

使

２‐
世

紀

に

む

け

て

、

お

年

寄

り

が

安

心

し

て
暮

ら

せ

る

地

域

づ

く

り

お
年
寄
り
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

借
金
の
返
済
と
、
家
の
再
建
に
精

魂
を
か
た
む
け
、
無
我
夢
中
で
働

結
成
が
実
現
で
き
れ
ば
幸

い
と
存

十
分
の

一
も
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
自
ら
の
健
康
管
理
に
は
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うな
１
‘
↑

ゾ
葱
は
結
構
に
美
味
で
、
私
に

唐

川

城

址

>78く

力
・脅
球
ゎ

蘇
っ
た
安
藤
氏
の
魂

「安
藤
氏
の
魂
よ
、
市
浦
の

里
に
、
十
二
の
湊
に
、
再
び
甦

り
来
よ
Ｈ
」
と
絶
叫
し
た
私
の

氏

に

よ

っ
て

、

安

藤

氏

の
御

魂

感

激

ぞ

Ｈ

何

た

る

因

緑

の
深

き

こ
と

ぞ

Ｈ

た

だ

た

だ

畏

敬

と

欣

今

わ

が

市

浦

村

が

、

「
安

藤

氏

の

ふ

る

里

」

づ

く

り

を

村

是

と

し

、

着

々

と
事

業

推

進

の
時

に
当

た

り

中

世

安

藤

氏

の

一
霊

構

遺

物

と

と

も

に
大

き

な

意

義

を

持

つ
に

至

る

こ
と

論

を

待

つ

授

に

は

深

甚

の
感

謝

を

捧

げ

る

唐
川
城
址

へ
の
追
憶

岩井牧場 (山 王坊入口附近)か ら唐川城址を望む
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情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111
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金木高校相内分校
生徒募集

善
意
あ
り
が
と
う

菊

池

清

香

市

浦

営

林

署

長

が

こ

の

ほ

ど

、

市

浦

村

社

会

福

祉

協

議

と

、

五

万

六

千

九

百

円

を

寄

付

し

ま

し

た
。

こ

の
寄

付

金

は

、

六

十

一
年

十

二
月

十

八

日

挙

行

し

た

市

浦

営

林

署

開

庁

百

周

年

記

念

式

典

の
剰

余

金

で
す

。

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

、
「
た
す

エイズの医学と

予 防 方 法

二
月

十

四

日

管

内

小

学

校

二

会

場

で
第

７５

回

商

工

会

珠

算

検

定

試

験

が
行

わ

れ

、

合

格

者

は

次

の

と

▼

二
級

　

中

居

真

裕

子

（
十

三

小

）
小

山

内

み

ち

る

（
浦

田
塾

）

成

田

忍

、

萬

谷

由

香

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

▼

三
級

　

小

倉

博

美

、

相

川

紗

弥

加

、

亀

田

香

奈

子

（
十

二

小

）

小

川

愛

、

秋

月

梅

子

（
浦

田
塾

）

大

川

砂

織

、

小

田
桐

晃

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

▼

四
級

　

若

山

美

奈

子

（
十

三

小

）
浜

田

十

和

子

、

内

藤

理

絵

（

浦

田
塾

）

三

和

順

子

、

藤

本

浩

美

▼

五

級

　

有

馬

久

美

子

、

中

野

朝

美

（
浦

田
塾

）
成

田

太

陽

子

、

岩

間

鈴

佳

（
辻

分

珠

算

塾

）

▼

六

級

　

浜

田

美

和

子

⌒
浦

田

塾

）

山

田

力

也

、

林

崎

孝

幸

、

葛

三

和

千

晴

、

秋

田

谷

こ
ず

恵

、

本

村

津

太

（
辻

分

珠

算

塾

）

一
郎

、

中

井

勝

海

（
浦

田
塾

）
成

田
利

香

、

成

田

麻

美

（
辻

分

珠

算

白

川

歩

、

三

和

忍

（
辻

分

珠

算

⌒
辻

分

珠

算

塾

）
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％
躙

一
　
お

誕

生

中

島

伸

介

（十
壬

博

逸

中

島

千
恵
美

（十
三

明

雄

ｄ鎧
一
ご
結
婚

（規
中
融
一
一時
峰一

⌒嘲々
柳　轟美「
一い　躙一

⌒嘲田』　百合辞
一嘲　『一

⌒枷津榊　動佐秘
一略盤［一

二一一　旦　脚美一
一脚　［一

（れ　椰　雄きしヽ人
一融島脚一

⌒「　研　剌知『
一』王岬一

⌒粋　略　霧　辞
一岬京脚一

⌒商十』
美　『
一け　時一

⌒雌　［　［恵口
一碑　［一

（霧良畷　］と一
一は　同一

金
』
鶏駆
（新
糎
）

圏
圏

回

勝
　
美

（桂
川
）
５５
歳

金
　
義

（十
三
）
５２
歳

喜
太
郎

（十
三
）
８２
歳

春
　
美

（大
田
）
４８
歳

重
　
夫

（相
内
）
６８
歳

φ脳卒中
α
'心

臓病

番 ″

g套懸
a


